	第６回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：上原子友美　磯沼智香

	講義内容：緊急時の対応　　　　　　講師：東　久子看護師

	日　　時：平成21年9月11日、12日（2日間）　17：30～18：00

	場　　所：南山苑4Ｆ　苑長室

	内　　容：講義『緊急時の対応』　　　　

　　　　参加対象者　91　名

　　　　　　　　　当日参加者　　49名

　　　　　　　　　当日業務者　6　名　

参加率＝当日参加者÷（参加対象者－業務扱い者）＝58％
参加率＝当日参加者÷参加対象者＝54％
　　　　　　　　アンケート提出　49名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･45名

· 楽しかった･･･　　9名

· 難しかった･･･　　0名

· つまらなかった･･･0名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

・食事介助のポイントやハイムリック法

・姿勢によって飲み込みやすさが変わる事や注意する事が大切であるとの再確認

・誤嚥時・救急時の対応

・全て

3． 質問したいこと

・窒素時、硬直し口を閉じてしまう場合の対応法？

4． 今後のテーマの希望

・ハイムリック法の実技

・誤嚥について（意識の無い時の対応）

5． 感想等

・常日頃から利用者の観察をし、食事姿勢や食事形態の認識をして誤嚥の無いように心掛けていきたい。

・スライドの作り、進め方が分かりやすく、現場に即してあった為、興味関心が持てた。

・体験をした事で、実際に起きている事を味わえるので大変良かった。

・高齢者にはつきものの「誤嚥」への対処法で常に救急法を頭に入れ、対応出来るようにしたい。

・家族へも指導出来るようにもっと学習しなければと思った。

・南山苑で誤嚥事故が続き、食事というものがとても生命に深く関わっていると学び感じた。

・食事前の健口体操は大事だと思う。

・誤嚥の危険性は度々勉強が必要だと思う。

6． 今回の研修の反省点と今後の対策

今回の勉強会は、スライドと実技での発表で、とても分かりやすかったという意見が沢山聞かれました。

実技では、実際に各フロアの職員に前に出てもらい色々なシチュエーションをしてもらいました。

体験した職員からも「体験してよかった」という意見が聞かれました。

今後も実際に職員に体験してもらうのもいいとおもいました。

初日に遅刻者が6人いました。今後は、時間厳守を守ってもらう。

講師が話しているにも関わらず、私語をする人が多く見られた、今後はその都度注意していく。

携帯が鳴った職員が一人いたので、勉強会が始める前に電源を切るように促す。

新人の出席率が悪く、SGMに今回の状況を話し参加するように話してもらい、次回からはきちんと参加してもらう。
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